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⽇本周辺の海底資源の分布
我が国の排他的経済⽔域の海底は、世界有数の海底鉱物資源に富む海域
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海上保安庁HPより

「南⿃島」基地
⼈員交代・物資補給
選鉱・リサイクル 「ちきゅう」

深海ターミナル
充電・データ伝送
多⽤途の拠点整備

⾃律型無⼈探査機(AUV)
AIを活⽤した群制御による⾃在な調査

江⼾っ⼦
環境監視の⻑期継続

鉱物資源調査

海洋⽞武岩
CCS

環境モニタリング

最東端EEZ海域

CO2
ﾚｱｱｰｽ泥

レアアース泥⽣産
システム実証

遠隔離島利活⽤

1900km

安全保障上重要な海洋の保全や利活⽤を進める海洋安全保障プラットフォームを構築

無断転載・無断使⽤不可



海洋安全保障プラットフォームの構築

ミッション

〜海洋鉱物資源開発海洋環境が調和する社会実装に向けて〜
①国産レアアースの採鉱とサプライチェーンの構築に向けて

②海洋鉱物資源・広域海洋環境モニタリングシステム構築

③海洋⽞武岩CCS基礎調査研究

l 南⿃島レアアース泥の採鉱、選鉱・製錬・精製の実証試験
l 海洋環境と共存する新たなレアアース・サプライチェーンの構築
l 産業に不可⽋なレアアースの安定供給に貢献

l 新たな海洋ロボティクス技術による広域海洋モニタリングシステムの構築
l 地球温暖化の海洋における変動要因を、海洋観測機器ネットワークによる観測データの構築で精
度向上⇒「海の⾒える化」

l 「2050年カーボンニュートラル」に貢献する海洋⽞武岩層への⼤規模CO2貯留・鉱物固定化技術
に関する基礎調査研究

l 我が国における海洋CCSの普及促進に貢献
戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）

SIP第3期ミッション

無断転載・無断使⽤不可



海洋安全保障プラットフォームの構築

レアアース⽣産技術開発の概要

サブテーマ1-1 有望エリア資源量精査
  鉱区設定への基礎データ収集(探査)

◎南⿃島EEZのレアアースは、鉱区設定に資する調査
◎6,000mからの採鉱・揚泥試験を実施
◎製錬・精製プロセスを完成
◎レアアースの⽣産システムに⽬処 l有望エリアの追加コア採取・分析を⾏い、調査⼿法の精

緻化を⽬指す。
l最終的には鉱区設定に資する⾼精度三次元マッピングの
完成を⽬指す。

サブテーマ1-2 レアアース泥採鉱技術の改良（採鉱）
lレアアース泥の採鉱システムを開発し、レアアース泥
採鉱技術の実証を⽬指す。

l下部揚泥管3,000mの製作を完了させ、実証試験サイト
の設定などを⾏う。

サブテーマ1-4 ⽣産システムの検討

サブテーマ1-3 レアアース精錬技術の開発(製錬)
l新たなるレアアース選鉱・製錬技術の開発を⽬指す。
lレアアース元素の効率的な抽出・分離⼿法の開発を⾏い、
将来の産業化に向けた⼤規模精製プロセスの開発を検討

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）

選鉱・製錬
プロセス

無断転載・無断使⽤不可



【しんりゅう6000】外観と主要⽬

無断転載・無断使⽤不可



JAMSTECに納品された直後の
しんりゅう6000

1:Sub Bottom Profiler(SBP)
2:Sid Scan Sonar(SSS)
3:Multi Beam Sonar(MBES)
4:LED ストロボ
5:Doppler Velocity Logger（DVL)
6:スチルカメラ
7:Acoustic modem(bottom) & LEDストロボ
8:上昇用重錘（※通常運用では切離さない）

①

②

③

④

⑤

⑦

⑥
⑧

1:Acoustic modem(Top)
2:フラッシャー
3:イリジウムアンテナ
4:Wi-Fiアンテナ
5:GPS
6:Fin (4翼)
7:propeller(２翼)

①

③④⑤
②⑥⑦

しんりゅう6000の装備品

無断転載・無断使⽤不可



Operation & Maintenance Van

1．作業机（操縦卓）
2．HVAC（heating ventilation and air conditioning system)
3. LARSカート⽤フロアウインチ
4. 天井トロリーおよびホイスト
5. 整備台
6. カートレール
7. 電⼦機器ラック（充放電装置・給電装置）
8. 配電盤

装置 仕様
⼨法（m） 9.14L×2.44W×2.59H

30ft container Van

総重量(kg) 9752
電源 220VAC 1系統 3相60A

100VAC 1系統 3相20A 

ホイスト 1HP 4000lb
床上ウインチ 1.3HP 2000lb
ウインチ速度(ft/min) Max 22ft/min

無断転載・無断使⽤不可



LARS (Launch And Recovery System)

装置 仕様

⼨法（m） 5.64L×2.08W×1.83H

重量(kg) 6804

安全荷重(kg) 1814

作動圧⼒(psi) 2500

モーター出⼒(HP) 50

ウインチ速度(ft/min) 80

振出/格納速度 3min未満（⽔⾯⇔甲
板）

Arm展開⾓度（°） 130

操作部 リモートベリーパック型
コントローラー

D/H最⼤回転速度
（rpm）

5

Docking head

Launching

LARS

無断転載・無断使⽤不可



Operation time schedule

Descent Weightで下降：約1.5時間

スラスターを使って上昇：約1.5時間

着⽔作業：約0.5時間 揚収作業：約0.5時間

観測航⾛：約20時間

⾏動 時間
着⽔/揚収 1時間
観測航⾏ 20時間
上昇/下降 3時間
TOTAL 24時間

⽔深6000ｍ

※上記は潜航前後の点検作業を除く。
潜航前のvehicle alignmentに要する
時間は概ね40分。所要時間は⺟船の
⽅位変に依存。

Descent Weightは任意の⽔深で
⾃動切り離しされるほか⾳響コ
マンドでの切り離しも可能

無断転載・無断使⽤不可



海洋安全保障プラットフォームの構築戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）

作業⾵景
無断転載・無断使⽤不可


